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東京匪司千葉日報その他<人生ノート> 

…榊櫛学校法人城西大学理事長知　　　　　水田宗子の人生_創立砺周年を迎えて
城西大学は今年創立45周年

を迎えている｡45年は世界の大学の歴史と比べれば長いとは言えないかもしれない｡しかし､戦後の日本の高等教育という点からいえば､城西大学は戦後の新しい日本社会の樟栄を担う教育機関として､新しい時代にふさわしい建学の理念と教育目標を持って出発した大学として､戦後社会の人材育成のフロンティアを駆け抜けて来た大学であるといえるだろう｡
古く長い伝統を持たないだ

けに､20世紀後半の日本社会の創設を担う人材育成にしっかりと目標を定めて､人間形成と人材育成が一体化し､社会に役立つ著者の教育に全力を挙げることができたのである｡それが､戦争による荒廃から日本が立ち直り､国際社会の一員となる､新しい国を再建していく仕事を､政治家として担ってきた創立者の目指したものであり､城西大学へ託した理想でもあった｡
45年の間､法人は､20世紀

後半の歴史的な展開や時代の変化の中で､時代の節目節目に､将来を見据えた教育事業を手がはてきた｡
そのlつは女子短大の設置

であった｡女子の進学率が向

上し､女性は家庭を守るだけではなく社会で働き､生産者としての役割を担うことが要請されていく中で､女子短期大学は設立された｡1987年には男女雇用機会均等法が､そして99年には男女共同参画社会基本法が型疋されていくという日本社会の流れに対応するものだった｡

学校法人が行った二つ目

の大きな事業は城西国際大学の創立である｡少子化､1 8歳人口減少が加速していく中で､城西の教育と経営基盤の

執務室にて

体や企業との連携を強めてきた｡

三つ目のステップは東京

キャンパスの設置であった｡城西大学の紀尾井町キャンパス構想は世界のグローバル化が進む中で､大学院での専門教育と就職活動を含む人材教育のもうlつの拠点を垂居に置き､世界の大学へとつなげていく拠点とするというもの

に依拠する教育分野に加えて､社会が必要とする人材を輩出するという大学教育の責務に応えるために､経営学部､(薬翠部)医療栄養学科､現代政策学部を､そして城西国際大学では､メディア学部､福祉総A学部､観光学部､環境社会学部を設置してきた｡
2大学-短大の卒業生は8

万人超､城西の第1期生は60

常であり､そのことによる経営､財政基盤の強化であった｡
創立者の理念を守り発展さ

せて､城西大学が未来を背負う人間を育成していはるかは､すべてこれからにかかっている｡教育とは自分たちが生きない時間と場を次世代に託す仕事なのだ｡
私個人のことをいえば､城

西大学にかかわるようになってg3年､アメリカの大学をやめて城西に勤めたことが､仕事の上での実に大きな転機となった｡城西での日々は仕事を通して人間として成長する日々となり､アメリカから日本への道が､教師､常務理事､学長､理事長の職責を担いながら､未来を考える最も黄重な経験を与えてくれることになった｡
城西大学､城西短大､城西

教師､そして研究者として
は､私は実に多くの教え子に恵まれだと思う｡アメリカ各地､カナダ､オーストラリア､ヨーロッパ､ブラジル､そしてアジアの諸国､日本の多くの学生たちに接することができ､授業や教室外で人間的にも親しく付き合うことができた｡

私の著書のすべては授業や
研究指導､そして学生たちとの交流から触発されて出来上がったものだ｡その人たちに再会する時は､最も胸が締め付けられ､生きがいを感じさせてくれる時である｡

まだ女性の社会進出が容易
ではなかった時期に､勉強ができるようにしてくれ､自由な人生の選択を可能にしてくれた両親には感謝の気持ちでいっぱいである｡勉強の期間､

教育とは'自分たちが生きない時問と場を次世代に託す仕事なのだ｡

強化のために､関東地域に､中でも茨城､神奈川につながる千葉県に､新しい拠点を作ることを目指し､さらにグローバル教育の拠点として､城西国際大学を創立した｡
東金市からの誘致を受けて

発足した大学は､地域への貢献と地域と一体となった教育を実践することを目標とし､鴨川市からも誘致を受けて観光学部､そして情報産業の中心である幕張にもメディア学部のキャンパスを設け､千葉県の中の総合大学として自治

だった｡lI国堅胃を〓具して推進

国際教育は城西が一貫して
推進してきたことで､世界の協定校と共同教育､研究プログラムを大学院､学部ともアジア､北米､ヨーロッパ､オーストラリア､アフリカ各地の大学と推進して､国際的な人材育成の場を作ってきたが､これからもさらに充実させていきたい｡

城西大学も城西国際大学も
従来の基礎学問領域と､それ

歳を超える世代となって､人生に一区切りを付ける時期に達している｡しかし､これらの足跡よりも城西大学はこれからが長丁場の教育事業を担わなければならない｡
城西大学は創立50年へ向け

て新たな活動を始めている｡少子化が進む一方で新しい大学が次々と設置されて､大学が教育内容においてばかりでなく､生き残りをかけて競争しなければならない時代に向かっていく中で､学校法人城西大学が目指したのは健全経

国際大学の教職員の一人l人の顔や名肌はもちろん､経歴や業績などを含めて､そのすべては私の頭の中の宝庫にしっかりと納まっているが､心にはその人たちと一緒にかかわった多くのことから得た幸せと感謝の気持ちが詰まっている｡それも一緒に仕事をし､一緒に夢を育み､苦労をしてきたからである｡■オール城西の力を強みに
城西の強みはなんと言って

もオール城西の力である｡

多くの恩師と友人たちに萱見られ､仕事に就いてからは同じ道を歩む多くの同志に恵まれた｡
2009年は25年一緒だっ

た夫を亡くし､大変つらい年だったが､森杢護撃長や草野素雄副学長をはじめとして､城西､城西国際大学の先生方に助けられ､何とか1年を過ごすことができた｡局長をはじめとする職員の方たちのこれまでの地道で堅実な仕事に城西の教育は支えられてきたが､昨年はとその優秀な

スタッフの仕雫ぢに感謝したことはない｡そして両大学の父母後援会､同窓会の多くの方たちから温かい励ましをいただいた｡
嘉とは2度目の結婚だった

が､私が城西での仕事に専心できるようにしっかりと支えてくれたし､子どもたちを愛してくれた｡6月に出版する詩集は夫へのレクイエムである｡.

家族や子どもたちにも感謝
している｡親孝行と家族が仲良く､という父母の教えを守るのは私一人ではできることではない｡■支えてくれた方々に感謝

文学批評や学生指導もこれ
からも一層の努力をしていきたい｡女性リーダー育成も､世界の女性学長をはじめとするリーダーたちと持続的に活動ができる組織を立ち上げた｡海外の協定校にも多くの同志たちがいて､卒業生も年々増えていき､海外学友会が大きくなっていく｡

城西の学歌は草野心平さん
の作詞､短大学歌は高畠芙子､吉岡しけみさんの作詞､作曲､そして城西国際大学は谷川俊太郎､賢作さんの作詞､作曲でそれぞれが熱いメッセージと美しい言葉､そしてメロディーで学生たちを勇気づけてくれている｡

篠田正浩さん､土盛剛造さ
ん､加藤登紀子さん､林家正

術館巡りやショパン演奏会､ハンガリーリスト苦楽院卒業生のコンサートなど､幅広い文化活動を､担当の篠崎佳代さんの熱意のもと展開している｡最近出発した詩と批評のジャーナル『カリヨン通り』では四行連詩を海外の詩人たちとつなぎ合っているし､俳句も海外の俳人たちが参加して国際詩人の会へと発展している｡文化は膏薬の壁をやすやすと越える側面を持っているのだ｡人間形成に欠かせな【い文化や芸術を学ぶ場として"のキャンパス作りに､これからも力を注ぎたい｡
近年は箱根駅伝出場でお正

月がハラハラドキドキする日々となった｡坂戸や東金からバスで応援に駆けつけて来てくださる市長さんや市民の方】たちへの責任感と､学生の重りが心配で､楽しむところではない｡来年も良い成績を収めてほしいと櫛部静二監督にエールを送るばかりだ｡
この人生ノートも今日で最

終回を迎えた｡創立45周年にこれまでを振り返る機会を与えていただいたことは大変幸せであった｡1月から4カ月もの長い間､私をはじめとして多くの方たちにインタビューをし､さまざまなリサーチをして書き続けてくださった斉藤柳光さんに心からお礼を申し上げたいと思う｡調整役をこなしてくれた城西大学法人本部の篠崎佳代さんに

蔵さんなど多くの賓貝教授の方々は､城西の文化を作ることにサイドから大きな貢献をしてくださっている｡
紀尾井町の生涯教育では美

も｡
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